
ダムや川から取り入れた水を浄水
処理し、県民のみなさんが健康に暮
らしていくために欠かせない、安
心・安全な水道水を作り、市町村に

送っています。

安心・安全な水道水を
県民の皆さんに届ける

有害物質を環境中に流出させない
ために、工場や事業場に対する立入
検査を実施し、ばい煙、排水、廃棄
物などが適正に処理されていること

を監視しています。

環境汚染を未然に防ぐ

自然豊かで美しい山形の
環境を守っていく

私たちを取り巻く生活環境（大気、水、土壌）の状況に、変化が起きて
いないかを常に調査し、確認しています。
また、県民のみなさんが環境に配慮したライフスタイルに転換していく

ように、3R（リデュース・リユース・リサイクル）や省エネなどの環境教
育を行っています。

私たちが健康に暮らしていくためには、良好な生活環境（大気、水、土
壌）を確保する必要があります。化学職は、化学の専門的知識や技術を

活かして、 に、幅広
い仕事をしています。

県民のみなさんの健康で快適な生活を守るために、工場
等の排ガスや排水のサンプリングや、事業者の監視・指
導等を行っています。また、県内外のみなさんが安心し
て海水浴を楽しめるように、海水浴場の水質調査を、揺
れる船上でも、潮の香りに癒されながら行っています。
海に河川に煙突に、アクティブな業務は大きな魅力です。

庄内総合支庁 保健福祉環境部 環境課
環境保全担当

後藤 優奈
（平成30年度採用）

県民のみなさんの健康で快適な生活を守るために、工場等の
排ガスや排水の監視・指導や、河川の水質調査を行っています。
また、県内外のみなさんが安心して海水浴を楽しめるように、
海水浴場の水質調査を、揺れる船の上でも、爽やかな潮の香り
に包まれて気持ちよく行っています。海に河川に煙突に、アク
ティブな業務は大きな魅力です。

廃棄物が適正に処理され、環境に影響が生じないよう、事業
者の監視・指導を行っています。また、裸足で歩ける庄内海岸
を目指して、飛島一周を含めた海岸の清掃活動や漂着するゴミ
の量の調査を、青い空と青い日本海を眺めながら、潮風に吹か
れて気持ちよく行っています。山形県の環境を守っていると実
感できる仕事で、大変やりがいを感じています。

庄内総合支庁 保健福祉環境部 環境課
廃棄物対策担当

門脇 史
（平成28年度採用）
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県庁（①山形市）
防災くらし安心部防災危機管理課
環境エネルギー部水大気環境課

循環型社会推進課
商工労働部 工業戦略技術振興課
県土整備部 下水道課
企業局 水道事業課
総合支庁
保健福祉環境部 環境課
（②山形市、③新庄市、④米沢市、⑤三川町）
試験研究機関
⑥ 環境科学研究センター（村山市）
⑦ 衛生研究所（山形市）
企業局事務所
⑧ 村山電気水道事務所（西川町）
⑨ 最上電気水道事務所（金山町）
⑩ 置賜電気水道事務所（米沢市）
⑪ 鶴岡電気水道事務所（鶴岡市）
⑫ 酒田電気水道事務所（酒田市）

環境科学研究センター 水環境部

平塚 達也
（平成27年度採用）

工場等からの排水の分析、地下水の水質測定、産業廃棄物の
分析を行っています。各総合支庁の担当者とやり取りをしなが
ら、有害な物質等によって環境が汚染されていないか、そして
県民のみなさんの生活環境が保護されているかを確認していま
す。山形に暮らす人が安心して生活できる環境を一緒に作って
いきましょう。

衛生研究所 理化学部

伊藤 育子
（平成28年度採用）

県民のみなさんの、食の安全を守るために、農畜水産物の残
留農薬や残留動物薬、放射性物質を検査しています。また、食
中毒が発生した場合、原因物質を特定する検査もしています。
業務で得た知見を基に検査法を研究開発したり、学会や論文投
稿で研究成果を発表したり、実験室を飛び出して、山で毒草や
毒キノコのサンプルを採取したり、一味違った仕事も魅力です。

企業局最上電気水道事務所

家庭の蛇口から出る水道水と、企業が生産活動のために使う
工業用水を365日作っています。また、各種資格試験や研修で
最新の専門的な知識・技術を身に付けながら、分析機器を使っ
て水質検査を行い、作った水の品質を24時間監視制御してい
ます。県民のみなさんの生活に欠かせない「安心・安全な水」
を届けるために日々責任感を持って働いています。

田中 歩
（平成24年度採用）


